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第１章 整備計画の背景と目的等 

 

 

第１節 計画策定の背景 

 

重要文化的景観「緒方川と緒方盆地の農村景観」（以下、「本重要文化的景観」という。）が

ある豊後大野市緒方町は、大分県南西部に位置する豊後大野市（以下、「本市」という。）の南

西部に位置する。 

その緒方町の北部に位置する本重要文化的景観の選定範囲には、東西を横断するように、祖

母山を源流とする大野川の支流である緒方川が流れ、さらにその緒方川には、川入川、石用

川、大久保川（黒土甲川）、軸丸川、徳田川、清田川及び知田川が支流として流れ込んでい

る。こうしたことから、支流も含め、本区域を緒方川流域と総称する。この流域に形成された

段丘面は、周りを丘陵に囲まれており、盆地状の形状をなしている。豊肥地域と呼ばれる豊後

大野市、竹田市の中で最も広い平地であり、地元ではこの平地を誇りを持って「緒方平野」と

も呼んでいるが、本計画では地形的な観点から緒方川流域の段丘面を「緒方盆地」と呼称す

る。ここでは、この地を治める為政者の命により、古代から井路網の開削が進められ、江戸期

には豊後国岡藩の優良な穀倉地帯であり、藩主による「御覧田植」がしばしば行われるなど、

藩政に欠かせない重要な場所と認識されていた。 

また、緒方川流域を取り囲む丘陵地帯では、明治期以降の長距離水路の開削により、新たに

棚田が形成され、中でも大正３年（1914）以降、富士緒井路通水により棚田が拡大した軸丸地

区は、平成 11年（1999）に日本の棚田百選に選定されており、選定範囲内を代表する棚田景

観区域として、「軸丸棚田」と呼称する。 

このように、古代から現在まで稲作が営まれている緒方川流域は、現在でも市内最大の水田

面積を誇っている。 

盆地中央を蛇行する緒方川の侵食により形成された河岸段丘は、丘陵地帯にあって稀有なま

とまった平地であるが、川面と大きな高低差がある。そのため緒方盆地では、古くから灌漑用

水を得るための努力が行われており、平安末期には緒方三郎惟栄により低位段丘を潤す井路

が、近世には岡藩により中位段丘を潤す井路が整備され、藩屈指の稲作地帯となった。近代に

は、丘陵地上に長距離水路が整備され、高位段丘と丘陵部に棚田が開かれた。 

このように、水路開削により稲作地帯として発展を遂げてきた農村の変遷を伝える貴重な景

観であることが評価され、令和５年（2023）３月 20日に重要文化的景観に選定された。 

本市では、平成 27年度から文化的景観の調査研究を開始し、令和３年（2021）３月に、『大

分県豊後大野市文化的景観保護推進事業調査報告書「緒方川と緒方盆地の農村景観～水と石が

織りなす暮らしの風景～」』（以下、「調査報告書」という。）としてとりまとめ、緒方川流域に

おける文化的景観の特性や本質的な価値を明らかにした。 

そして、令和４年（2022）７月に、『緒方川と緒方盆地の農村景観保存活用計画』以下、「保

存活用計画」という。）を策定した。保存活用計画では、文化的景観の本質的価値及び保存活

用を図る上での基本方針と計画を定めている。 
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第２節 計画策定の目的等 

 

１ 計画策定の目的 

 

令和４年（2022）７月に策定した保存活用計画を上位計画とし、本重要文化的景観を保存・

活用するにあたり、具体的に整備等を行うための方針及び事業計画を定める必要があるため、

『緒方川と緒方盆地の農村景観整備計画』（以下、「本計画」という。）を策定する。 

本計画で示す事業を推進することにより、地域住民、市民及び来訪者とともに、本重要文化

的景観の理解を深め、これまで大切にされてきた地域の文化や暮らしを見つめ直すきっかけと

なり、ひいては、交流人口、関係人口の増加を図ることにより地域の活力向上につなげること

を目指すものである。 

 

２ 計画の対象範囲と期間 

 

本計画の対象範囲は図 1‐1のとおりである。また、本計画の期間を令和７年度から令和 11

年度までの５カ年とする。 

 

  

大野川→ 

緒方川→ 

図 1‐1 計画対象範囲 
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３ 上位計画・関連計画 

 

本計画は、以下の上位計画や関連計画と連携及び整合を図りながら、保存活用計画に則して

策定するものである。特に、令和元年８月に策定した「豊後大野市景観計画（以下、「景観計

画」という。）」とは関連づけた内容とする。 

なお、本市における最上位計画となる「第３次豊後大野市総合計画」が令和８年度に策定予

定であるため、本計画の内容を反映させることとする。 

 

 

 

 

  

【上位計画】※（ ）内は計画期間 

第２次豊後大野市総合計画後期基本計画（令和３年度～令和７年度） 

政策目標１ 豊かな生活を支えるしごとがあるまち 

  施策１ 農業の振興 ２ 林業の振興 ４ 商業・サービス業の振興 ５ 観光の振興 

政策目標３ 豊かなくらしと安心を実感できるまち 

  施策１ 交通ネットワークの整備 ４ 土地利用・景観の整備 ６ 移住・定住の促進 

    ８ 防災対策の充実 10 情報管理、情報化の推進 

政策目標４ 豊かさをつなぐ協働によるまちづくり 

  施策１ 地域コミュニティ活動の推進 

政策目標５ 豊かな心と学ぶ意欲を育むまち 

  施策１ 学校教育の充実 ５文化財等の保存・継承 

 

【関連計画】 

※（ ）内は計画期間、＜ ＞内は策定年度 

・豊後大野市景観計画＜令和元年８月＞ 

・第４次豊後大野市農業振興計画 

（令和３年度～令和７年度） 

・豊後大野市都市計画マスタープラン 

＜平成 23年 12月＞ 

・第４次豊後大野市総合教育計画 

（令和３年度～令和７年度） 

・豊後大野市観光振興ビジョン 

＜平成 31年３月＞ 

・第４次豊後大野市環境基本計画 

（令和７年度～令和 11年度） 

・豊後大野市創業支援等事業計画 

 （令和７年度～令和 11年度） 

・農業経営基盤強化推進法に基づく地域計画 

 ＜令和７年３月＞ 

 

 

【重要文化的景観】 

・「緒方川と緒方盆地の農村景観」 

保存活用計画＜令和４年７月＞ 

 

 

 

・「緒方川と緒方盆地の農村景観」整備計画 

【関連する活動・取組】 

・おおいた豊後大野ジオパーク 

・祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク 
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４ 検討体制とプロセス 

 

本計画は、豊後大野市文化的景観保護推進委員会（以下、「保護推進委員会」という。）にお

いて協議を重ね、国、県からの指導、助言を踏まえ策定した。 

また、自治会の代表者や重要な構成要素の所有者・管理者等で構成される「緒方川と緒方盆

地の農村景観」保存活用協議会との意見交換結果、地元で生活する青年層や農業従事者等との

ワークショップでの意見交換結果、地域住民及び重要な構成要素の所有者・管理者を対象とし

たアンケート結果等を計画に反映させた。 

計画策定のプロセスは、以下のとおりである。 

 

 

（１）検討体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【計画作成】 

豊後大野市 

 

 

豊後大野市文化的景観保護推進委員会 

【国・県】 

文化庁 

大分県 

【地域住民等】 

 

「緒方川と緒方盆地

の農村景観」保存 

活用協議会 

地元若手とのワーク

ショップの開催 

地域住民及び重要な

構成要素所有者等 

アンケート実施 

指導・助言 

情報提供 
普及啓発 

意見交換 

提案・協議・意見 

教育委員会 

社会教育課 

建設課 

農業振興課 

農林整備課 

農業委員会事務局 

商工観光課 

まちづくり推進課 

連携・調整 
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（２）策定のプロセス 

表 1-1 整備計画策定のプロセス 

期日  会議等 主な協議内容 

令和 

５ 

年度 

７月７日 

７月８日 

令和５年度第１回豊

後大野市文化的景観

保護推進委員会 

・令和５年度豊後大野市文化的景観保護推進事業

の取組について 

・「緒方川と緒方盆地の農村景観」整備計画の策定

について 

・サイン設置箇所の現地確認 

12月 12 日 令和５年度第２回豊

後大野市文化的景観

保護推進委員会 

・「緒方川と緒方盆地の農村景観」整備計画の策定

について 

２月７日 令和５年度第１回

「緒方川と緒方盆地

の農村景観」保存活

用協議会 

・令和５年度豊後大野市文化的景観保護推進事業

の取組について 

・地域及び団体等における文化的景観の説明につ

いて 

・「緒方川と緒方盆地の農村景観」重要な構成要素

の現状把握について 

３月 15 日 令和５年度第３回豊

後大野市文化的景観

保護推進委員会 

・「緒方川と緒方盆地の農村景観」整備計画の策定

について 

・サイン計画（案）について 

令和 

６ 

年度 

８月 26 日 令和６年度第１回豊

後大野市文化的景観

保護推進委員会 

・整備計画の策定について 

・アンケートの実施について 

・ワークショップの開催について 

・文化的景観案内板等の設置について 

９月１日～ 

11月 15 日 

地域住民アンケート

の実施 

（主な設問） 

・基本属性 

・文化的景観の認知度、関心度 

・景観を良くするための取組 

・農地の所有状況、継続意向 等 

９月１日～ 

11月 15 日 

 

重要な構成要素の所

有者・管理者へのア

ンケートの実施 

（主な設問） 

・重要な構成要素の現状の問題点 

・重要な構成要素の早急に対応すべき事項及び将

来的に対応が必要な事項 

・重要な構成要素の活用 

10 月 26 日

～ 

12月 18 日 

ワークショップの開

催（計５回） 

・農村景観の魅力 

・生業、地域文化の現状と課題 

・現地確認 

・コンセプトのまとめと取組の優先度 等 

12月 15 日 

12月 16 日 

令和６年度第２回豊

後大野市文化的景観

保護推進委員会 

・「緒方川と緒方盆地の農村景観」整備計画の策定

について 

・サインの現地確認 

２月 12 日 令和６年度第３回豊

後大野市文化的景観

保護推進委員会 

・「緒方川と緒方盆地の農村景観」整備計画の策定

について 

 

３月 13 日 令和６年度第４回豊

後大野市文化的景観

保護推進委員会 

・「緒方川と緒方盆地の農村景観」整備計画の策定

について 

 

 

 

 


